
開催日時：

開催場所：大宮法科大学院大学　OLSホール

講演： 「加齢による薬物動態の変化と投与設計、注意するくすり」

総合評点
3.4

(4件尺度)

アンケー
ト意見あ
り（枚）
34

評価記入---4.とても適切　3.適切　2.やや不適切　1.全く不適切　

1 とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

70 71 1 0 0 3.5

　　　　　② 開催時間について

2 よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

50 92 5 0 0 3.4

3 とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

70 70 2 0 0 3.5

161

第4回スキルアップ研修会参加者アンケート集計結果

2012年6月15日(金）19：00～21：00

1. 講演テーマについて

2.講演内容について

講師：どんぐり工房　菅野　彊　　先生

3. 講演資料について

研修者数

142

アンケート回収率

88%

アンケート提出数

34% 

63% 

3% 0% 0% 

よく理解できた 

理解できた 

やや理解できなかった 

全く理解できなかった 

無回答 

49% 

50% 

1% 0% 0% 

とても適切 

適切 

やや不適切 

全く不適切 

無回答 



4 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

54 84 4 0 0 3.4

5 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

59 79 3 0 1 3.4

アンケート意見（34枚）
1.講演テーマについて

・老人には減量といわれても基準がはっきりしなかった 1
1

２．講演内容について
・進むのが早く、家に帰ってからまた読んでみようと思う 1

３．講演資料について
・話す内容が全て記載されていて話を聞くことに専念できた 1
・3コマな点、カラーで1枚につめすぎていない所がよかった 1

４．本研修会の印象について

・高齢者が多く、考えなければいけないこと
・外来の患者を想定しているのか入院の患者を想定しているのかよく
分からなかった

1

5.本研修会で学び今後の業務に役立つか

4. 本研修会の印象について

・大学のテキストで見たような式が沢山出てきて、もっと臨床的なも
のを期待していた

1

49% 

49% 

2% 0% 0% 

とても適切 

適切 

やや不適切 

全く不適切 

無回答 

38% 

59% 

3% 0% 0% 

とても満足 

満足 

やや不満足 

全く不満足 

無回答 

41% 

56% 

2% 0% 1% 

大いに役立つ 

役立つ 

やや役立たない 

全く役立たない 

無回答 



・外来についての話なのか入院についての話なのか・・・ 1
５．本研修会で学び今後の業務に役立つか

６.今後取り上げてほしいテーマについて
がん性疼痛 1
緩和、疼痛管理について 1
妊婦、授乳婦への薬物投与 1
透析患者の薬物療法 1
薬物動態小児について 1
抗がん剤について 1
抗生剤の使い方の基礎について 1
類似薬の使い分け（解熱、鎮痛剤など） 1
漢方薬 1
腎代謝薬なのか肝代謝薬なのかの見分け方 1
副作用、早期発見のための自覚所見、他覚所見 1
低アルブミン血症患者の薬物動態の変化 1

1
呼吸器系疾患全般 1
非定型抗精神病等の使い分けについて 1
抗不整脈薬の使い方、使い分け、注意すべき点について 1
老年薬理学、統計学 1
DM 1
心電図、レントゲンの読み方 2
レントゲン・CT・心電図の見方をもっと分かりやすく 1
CTの読み方 1
検査値等から患者の状態をどう読み取るか 1
化学療法のレジメン別服薬指導の要点 1
CKDへの薬剤師（外来）の介入法 1
CKDにおける投与設計、肝機能低下時の薬物投与 1
薬剤師ができる対策 1
今回のような薬物動態の話をまた聞きたい 1
また菅野先生の話を聞きたい 2

７．本研修会で気づいたこと・質問・希望
高齢者に対する処方の考え方を改めて考えさせられ勉強になった 1
新たな面から考えることができ、服薬指導に役立ちそうです 1

1
入院患者さんは高齢の方が多いのでとても参考になった 2

仕事に活かしていきたいと思った 1
大変分かりやすく勉強になった 1

薬物動態の基本を見直すきっかけにできた話でした 1

座長さんがもう少しご年輩の方がいいかと思った 1
1

1

７時スタートで製品紹介が１５分で終了。次の演者がいるのだから空
き時間をつくらずすぐ始めるべきだと思う

薬物動態について身近なものとして理解できた

冷房が寒かった

各疾患における薬物動態・注意点

1

投与設計をすることは働いてから少なくなったが今回の講演を復習し
てチャレンジしてみようと思った

Cockcroft式によって腎機能評価は筋肉量の少ない高齢者には過小評価
になると聞いている。この点をどう考えたらよいのか

1
加齢により１％CCrダウンなどは一般的ではないのではないか。たとえ
ば高齢の方はCCrは６０以下になってしまう

とても苦手な分野ですが菅野先生の話はいつも分かりやすいのでよ
かったです。

1

1

1

1

血中濃度が確定できる薬剤は計算が可能である。しかしほとんどの薬
剤には関係ないと思っていた認識が変えられた

当院の入院患者さんは高齢者の方がとても多いので本日の講義の内容
を参考に処方提案や服薬指導に活用していきたいと思います。




